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第 ０ ９ － ０ ２ ０ 号  

２００９年１月３０日 

平成２１年３月期 第３四半期決算について 
 

ＡＮＡグループでは、本日１月３０日（金）、平成２１年３月期 第３四半期決算の概況を取りまとめ

ました。詳細は別添の「第３四半期決算短信」をご参照ください。 

 

１．平成２１年３月期 第３四半期の連結業績 

（１）連結経営成績 

①概況 

・ 国際線旅客は、世界規模での急速な景気後退の影響で、欧米線や中国線において需要が

大きく減少し、旅客数、収入ともに前期を下回りました。国際線貨物は、生産規模を拡大し輸

送重量を大きく伸ばしていることから増収となりました。 

・ 国内線旅客は、航空総需要の低迷と激しい競争環境の中、各種施策により増収、増益に努

めましたが、需給適合のため提供座席数の減少もあり、収入は前期を下回りました。 

・  費用面では、商社事業、旅行事業の仕入費用が売上に連動し減少する一方で、燃油費が

大幅に増加しました。 

 

これらの結果、当期の連結経営成績は、営業利益が４０３億円、経常利益は２２７億円、当期純

利益は９４億円となりました。   

                                                  単位：億円（億円未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 
平成２１年３月期 

第３四半期累計期間 

平成２０年３月期 

第３四半期 
増減 

前年 

同期比(%)

営 業 収 入 １１，０７４ １１，４１５ ▲３４１ ９７．０

営 業 費 用 １０，６７０ １０，４７５ １９５ １０１．９

営 業 利 益 ４０３ ９３９ ▲５３６ ４２．９

営 業 外 損 益 ▲１７５ ▲ １５１ ▲２３ ― 

経 常 利 益 ２２７ ７８７ ▲５６０ ２８．９

特 別 損 益 ▲３２ １，１１８ ▲１，１５１ ― 

四 半 期 純 利 益 ９４ １，１７９ ▲１，０８５ ８．０

単位：億円（億円未満は切り捨て） 

※連結子会社７６社  持分法適用非連結子会社５社 持分法適用関連会社１８社 

 

 

平成２１年３月期 

第３四半期累計期間 

平成２０年３月期 

第３四半期 
増減 

【セグメント情報】 

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 

航 空 運 送 事 業 ９，７８２ ３７６ ９，９７２ ８７３ ▲１９０ ▲４９６ 

旅 行 事 業 １，４８０ ３ １，６５４ ２４ ▲１７３ ▲２０ 

そ の 他 の 事 業 １，１３０ ２３ １，４６７ ４６ ▲３３７ ▲２２ 
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②国内線旅客事業 

・ 総需要が伸び悩む中、競合他社や他交通機関との競争が一層激化し、加えて秋口以降には

ビジネス需要の減少が鮮明となり厳しい経営環境におかれました。このような状況下、路線ネ

ットワークの再編、一部運賃改定や、低燃費機材の導入等により、さらなる収益力の向上に

努めました。 

・ 営業面においては、「ビジネス特割」、「乗継特割」などの新運賃を設定し、価格競争力の強化

を図るとともに、沖縄、北海道キャンペーンなどプレジャー需要の喚起を図りました。 

 

結果として、需給適合のため提供座席数を前期比９５．５％と減少させた影響もあり、旅客数も

前期比９５.５％と前年を下回りました。旅客単価は１０１．１％と前年同期を上回ったものの、国

内線旅客収入は前期比９６.５％で、１９６億円の減収となりました。 

（売上高の億円未満は切り捨て） 

【国内線旅客事業】 
平成２１年３月期 

第３四半期累計期間 

平成２０年３月期 

第３四半期 
増減 

前年 

同期比(%) 

売上高（億円） ５，４９４ ５，６９０ ▲１９６ ９６．５ 

旅客数（千人） ３３，２２６ ３４，７８０ ▲１，５５４ ９５．５ 

座席キロ（百万座席キロ） ４５，２４３ ４７，３８７ ▲２，１４３ ９５．５ 

旅客キロ（百万人キロ） ２９，１５３ ３０，４１４ ▲１，２６０ ９５．９ 

利用率（％） ６４．４ ６４．２ ＋０．２ ― 

 

③国際線旅客事業   

・ 欧米線を始めとしてビジネス需要はさらに鈍化しました。プレジャー需要は、引き続き中国線

や燃油付加運賃の影響による欧米線の低迷に加え、１１月にはバンコク空港封鎖やムンバイ

でのテロ事件などにより非常に厳しい展開となりました。このような状況の中でも、日本発韓

国行きプレジャー需要や中国発の訪日団体は好調に推移し、収入増に貢献しました。 

・ 営業面では、１０月より「スーパーエコ割」に「エコ割１４」を加え、個人型旅行需要の取り込み

に一層の強化を図りました。 

 

以上の結果、燃油特別付加運賃の改定により旅客単価は向上したものの、旅客数が前期比９３．

５％と前年を大きく下回り、国際線旅客収入は前期比９９.８％の４億円の減収となりました。 

（売上高の億円未満は切り捨て） 

【国際線旅客事業】 
平成２１年３月期 

第３四半期累計期間 

平成２０年３月期 

第３四半期 
増減 

前年 

同期比(%)

売上高（億円） ２，３９３ ２，３９７ ▲４ ９９．８ 

旅客数（千人） ３，４０４ ３，６３９ ▲２３５ ９３．５ 

座席キロ（百万座席キロ） ２１，２５４ ２１，２３４ １９ １００．１ 

旅客キロ（百万人キロ） １４，９９２ １６，０９１ ▲１，０９９ ９３．２ 

利用率（％） ７０．５ ７５．８ ▲５．３ ― 
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④貨物事業 

・ 国内線は、荷動きが低調ではあったものの、宅配貨物は堅調な動きを見せ輸送重量は増加し

ました。また12月にはシーズナリティー運賃を導入し、単価改善とオフピーク時間帯の需要喚

起を促し収益性を向上させました。 

・ 国際線は貨物専用機の増強などにより生産規模を拡大し、景気後退により世界的に荷動き

が鈍化しているなかでも、アジア発欧州向けやアジア域内流動貨物を積極的に取込むことに

より輸送重量が前期比１１４．５％と増加しました。また貨物便ネットワークを拡充するとともに、

燃油費高騰に対しては燃油特別付加運賃の改定の対応を図りました。 

 

以上の結果、国内線貨物収入は前期と比べて２２億円、国際線貨物収入は５２億円の増収とな

りました。 

（売上高の億円未満は切り捨て） 

【貨物事業】 
平成２1年３月期 

第３四半期累計期間 

平成２０年３月期 

第３四半期 
増減 

前年 

同期比(%) 

売上高（億円） ２５５ ２３３ ２２ １０９．８

輸送重量（千トン） ３６６ ３５２ １３ １０４．０国内線 

輸送量（百万トンキロ） ３５６ ３３８ １８ １０５．４

売上高（億円） ５９２ ５３９ ５２ １０９．８

輸送重量（千トン） ２８５ ２４９ ３６ １１４．５国際線 

輸送量（百万トンキロ） １，３２３ １，２１８ １０５ １０８．６

 

（２）連結財政状態 

・ 資産については、流動資産の有価証券に含まれる譲渡性預金等が減少する一方、燃油・為替

のヘッジ取引に関する繰延税金資産が増加しました。 

・ 有利子負債につきましては、新規借入及び社債の発行により６７４億円増加しました。 

・ 自己資本は有価証券評価差額金と繰延ヘッジ損益が減少したため１,３１８億円減少の３,２１１

億円、自己資本比率は１８．０％となりました。また、Ｄ／Ｅレシオは２．６倍となりました。 

（億円未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 
平成２１年３月期 

第３四半期 
平成２０年３月期 増減 

総資産（億円） １７，８７５ １７，８３３ ＋４１ 

自己資本（億円）  （注１） ３，２１１ ４，５２９ ▲１，３１８ 

自己資本比率（％） １８．０ ２５．４ ▲７．４ 

有利子負債残高（億円） （注２） ８，３５３ ７，６７８ ＋６７４ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） ２．６ １．７ ＋０．９ 

注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 

注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 

注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 
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（３）連結キャッシュ・フローなどの状況 

・ 営業キャッシュ･フロー は、税金等調整前四半期純利益に減価償却費や税金の支払などの調

整の結果、１４億円の支出となりました。 

 ・ 投資キャッシュ･フロー は、航空機関連の投資を行った結果、８８２億円の支出となり 

ました。この結果、フリーキャッシュ・フローは８９６億円の支出となりました。 

 ・ 財務キャッシュ･フロー は、借入金の返済を進める一方、新規の借入や社債発行により 

資金調達を行った結果、５６８億円の収入となりました。 

 

単位：億円（億円未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 
平成２１年３月期 

第３四半期累計期間 
平成２０年３月期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ▲１４ １，４１５ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲８８２ １，００７ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ５６８ ▲ １，０４７ 

現金および現金同等物期末残高 １，４６８ ３，０９３ 

減価償却費 ８３５ ７０１ 

 

２．通期の見通し 

・ 急速な景気後退の動きは収束の兆しを未だ見せておらず、航空事業においても企業業績の悪

化に伴うビジネス需要の冷え込みや、個人消費の低迷による旅行需要の減少、荷動きの鈍化

に伴う貨物の減少など、ここ数年来の経営環境とは全く次元の異なる厳しい状況に直面してい

ます。今後さらに厳しい需要動向となることが予想されます。 

・ 当社ではこれらの状況に対応するため、各種営業施策の展開はもとより、緊急のコスト削減対

策を実施しており、先般発表しました国際線路便計画の変更をはじめとして、引き続きあらゆる

分野において影響を最小に食い止めるべく諸施策を講じます。 

 

このような厳しい経済情勢が急速に改善する見通しは立っておらず、今年度末に向けて更なる収

入の落ち込みが予想されることから昨年１０月に発表しました２００８年度の業績予想を下記のと

おり変更いたします。 

なお配当につきましては年間３円を予定していましたが、経営環境が激変していることから、現段

階では未定とさせていただきます。 

単位：億円（億円未満は切り捨て） 

【平成２１年３月期見通し】 今回修正予想 

 

前回予想 
（１０月３１日時点） 

 

 

増減 

 

前年実績 
（平成２０年３月期） 

増減 

営 業 収 入 １４，０００ １４，６００ ▲６００ １４，８７８ ▲８７８ 

営 業 利 益 ８０ ５５０ ▲４７０ ８４３ ▲７６３ 

経 常 利 益 ▲１００ ２９０ ▲３９０ ５６５ ▲６６５ 

当 期 純 利 益 ▲９０ １７０ ▲２６０ ６４１ ▲７３１ 

以 上 


